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sc,it(ka" - 竺 k2kVd(k)Pd ♂ ･J,)-{()h･) (4)

とな り ･aJkの近傍 でWについて積分す ると

sc"･l(k,- 篭 端

を得 るoVdがVd(k)に近づ くと ･電子密度のゆ らぎは発散す る傾向を示
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液体 He内イオンの不安定性
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fTe Bの超蘇動性を微視的打_さぐる一つの手段 としてイオンを用いる実

験がいろいろ行われてきた｡ このうち非線型伝導現象 と関係があ りそ うな

のは Carerieta11)の実験 であるB

彼 らは適当なa-emitterを使い +イオンの易動度を測定 した｡イオ

ンの driftvelocityが 4.7m/sec位のところで易動度の値がス トンと

落ち ,その 2倍位の drif､t vebcityでまたス トンと変化す る｡ これはFe

3内の素励起の不安定性 と関係があると思 えるのだが ,その原因については

未だはっ きり分っていない｡
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不安定性 と非線型伝導現象

この現象とや ､関連があると思われ るのはdaeta23の実験であるQ彼 は

147pm の βi--emitterを使いイオ ン電流の温度依存性 を譜べたO電圧を

一定に しておき ,温度を変えてゆ くとある所でイオン電流が急に増加 す るo

この電圧 と温度の韓性が Carer巨亀の結果 とよく一致す ることが分っ た｡

-亮理論 の方 ではAkhiczeT51が 欝e用 の two stream instahi- Tj

を論 じているO 日e 8内に_イオンの蘇れがあるとロ トンが劫起 されそのため

Fl密度の fiuctuatiJOrl犯異常性が現われ ることを示 しているO それは X線

あるいは中性子回折 で観測 され る strllCtur e チ.,,iCtOrに-やは り異常性 をも

た らすが ,実験でひっかや るために_は極低温 (～～OvorJlo ‥Tt日 が要求 され る｡

というわけでFe uの場合には不安定性に関する限 りLtl-1つ きりしたことは

まだ分っていない｡ イオ ンが どういう構造を もっ か とい う点でも分 らぬ こと

がいろ.いろあ るしこの簿の研究は今後打問題 と思 える｡
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松 原 武 生 (京大理 )

この研軍会 で話題K上った現象は ,次の ような特徴 をもっているものと思

われ る｡な私か適当な Carrierが あ りそれ は電 場あるいは磁場で コントロー

･L,す ることが できる ,一方 ,プラズマ振動 とか フォ ノン等 の運動の モー ドが

あ り適当な条件下 でそれが不安定 とな り非線型な伝導現象がお こる という点
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